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1-（3）鵜飼観覧船（高級船）について                                  

高級鵜飼観覧船のデザインを決定 

・３隻の鵜飼観覧船を改造し高級船として就航 

・１０人乗り１隻 

・１５人乗り２隻 

 

（１）デザインテーマ  

・闇に溶け込む外観 

・船毎に異なるテーマカラーと屋形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）快適な乗船空間を演出 

・くつろぎの提供（ベンチシートの採用、間接照明による優しい光） 

・快適な空間（場面に応じて明るさを調整、日よけカーテンの採用） 

・自由な船内移動（通路を中央に配置、下足のまま乗船） 

 

（３）高級船としての特別な運用 

  河川の状況や当日の天候を踏まえ、 

その日に体験いただける最高の鵜飼観覧を提供（方法は検討中） 

 

（４）多様な利用方法 

本格的な懐石料理を楽しむなど、多様な利用方法を提案 

（提供できる料理・サービスについて、旅館組合や仕出し屋等と協議中） 

<乗船料> 

 10人乗り  89,400円（貸切） 

15人乗り 134,100円（貸切） 

<内装のテーマカラー（自然界の色彩）> 

「闇の中に光る青白い月の光」（10人乗り） 

「橙や緋色などの篝火」（15人乗り①） 

「深い藍色の金華山」（15人乗り②） 
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※従来の定員の半数 


